
令和７年度の取組実績について（とりまとめ結果）

設問→

選択肢→ 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

番号 団体名

グリーン購
入の実施や
推奨

環境配慮型
のビジネス
スタイルへ
の転換

環境配慮型
の商品・
サービスの
開発・普及

その
他

内容

再生可能エ
ネルギーの
導入や利用
促進

電気のこま
めな消灯、エ
アコン設定、
クール・
ウォームビ
ズなど省エ
ネのソフト対
策

省エネ家電
や省エネ設
備・機器の
導入やその
補助など省
エネのハー
ド対策

公共交通機
関や自転車
等の利用促
進

県が実施す
る「エコファミ
リー」「エコ事
業所」への
登録、、福岡
カーボンクレ
ジット倶楽部
への入会

緑化・植林
活動への参
加や木材利
用の促進な
どのCO2吸
収源対策の
推進

熱中症への
対策やハ
ザードマップ
の確認など
の気候変動
適応策の推
進

地球温暖化
対策に関す
る学習会の
開催や講演
会への参加
などの啓発
活動

その
他

内容

使い捨てプ
ラスチック
の削減や代
替品の利用
促進などの
プラスチッ
ク資源循環
の促進

食べもの余
らせん隊の
登録・利用
促進やフー
ドバンク団
体との連携
など食品ロ
ス削減の推
進

裏紙、両面
印刷、電子
媒体の利用
による用紙
削減・ペー
パーレス化
の推進

マイバッ
グ・マイボ
トルの持参
や過剰包装
の削減など
の廃棄物発
生抑制

リターナブ
ル容器の積
極活用など
のリユース
促進

リサイクル
製品の優先
利用や資源
物の回収な
どのリサイ
クル促進

ごみの分別
徹底やポイ
捨て撲滅の
取組などの
廃棄物適正
処理推進

事業所周辺
や公園・河
川・海岸の
環境美化活
動などの開
催や参加

３Ｒに関す
る学習会の
開催や講演
会への参加
などの啓発
活動

その
他

内容

1 子ども会育成連合会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 青少年団体連絡協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 青少年育成県民会議 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 地域婦人会連絡協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 老人クラブ連合会 ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 保育協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 私学協会 ○

・裏紙、両面印刷、電子媒体利用による用
紙削減とペーパーレス化の推進（循環型社
会に向けた取組No.3に計上）
・環境への負担ができるだけ少ないものを
選んで購入（No.1に計上）

○ ○ ○ ○

8 連合福岡 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 生活協同組合連合会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 社会福祉協議会 ○ ○ ○ ○ ○

11 地区衛生連合会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・小学生を対象にした「ふるさと川や海絵
画コンクール」の実施

12 日本野鳥の会福岡支部 ○ ○ ○ ○ ○

13 はかた夢松原の会 ○

・会発足以来続けている海浜での松苗植樹
を行った。(約１０００本、参加者約１５０
名）
・過去に植えた松の成長に伴う、枝打ちや
間伐も行った。(参加者約１７０名）
・国体道路(国道２０２号線）の警固から春
吉の間の歩道での植え込み区画やプラン
ター設置による花植えや手入れを通年行っ
た。(参加者のべ４００名）（No.6に計上）

14 環境カウンセラー協会 ○ ○ ○ ○

15 商工会議所連合会 ○ ○
・諸事業の周知協力
・eco検定試験の施行

○ ○ ○ ○
・諸事業の周知協力
・eco検定試験の施行
・グリーン成長戦略研究委員会事業

○ ○ ○ ○

・諸事業の周知協力
・eco検定試験の施行
・「容器リサイクル法」に基づく再商品化
契約業務

16 中小企業団体中央会

・両面印刷、電子媒体の利用による用紙削
減（循環型社会に向けた取組No.３に計上）
・電気のこまめな消灯、エアコンの設定温
度、クールビズ等の省エネのソフト対策
（脱炭素社会に向けた取組No.３に計上）

○ ○ ○ ○

17 商工会連合会 ○ ○ ○ ○

18 九州経済連合会 ○ ○ ○ ○
・循環型社会の実現に向けた意識啓発に資
するセミナーの実施

19 福岡経済同友会

20 スーパーマーケット協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 バス協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 トラック協会 ○ ○ ○ ○ ○

・「トラックの森」事業（植樹活動）
・環境対応車（天然ガス、ハイブリッド、
電気、環境対応型ディーゼル車）導入促進
助成事業
・ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）用
機器導入促進助成事業
・蓄熱式マット、蓄冷式クーラー等購入助
成事業
・エコタイヤ購入促進助成事業
・省エネ運転講習会助成事業

○ ○ ○

・小学生エコ絵画コンクールの実施
・会議資料や広報物等の電子媒体利用推進
に伴うペーパーレス化
・全日本トラック協会が掲げる「トラック
運送業界の環境ビジョン2030」のもと、全
ての都道府県トラック協会が「美化月間」
「環境月間」を同時期に設定の上、周知を
行い、業界全体でゴミのポイ捨て防止への
取り組みを推進

グリーン化の推進について 脱炭素社会について 循環型社会に向けて
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令和７年度の取組実績について（とりまとめ結果）

設問→

選択肢→ 1 2 3 4 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

番号 団体名

グリーン購
入の実施や
推奨

環境配慮型
のビジネス
スタイルへ
の転換

環境配慮型
の商品・
サービスの
開発・普及

その
他

内容

再生可能エ
ネルギーの
導入や利用
促進

電気のこま
めな消灯、エ
アコン設定、
クール・
ウォームビ
ズなど省エ
ネのソフト対
策

省エネ家電
や省エネ設
備・機器の
導入やその
補助など省
エネのハー
ド対策

公共交通機
関や自転車
等の利用促
進

県が実施す
る「エコファミ
リー」「エコ事
業所」への
登録、、福岡
カーボンクレ
ジット倶楽部
への入会

緑化・植林
活動への参
加や木材利
用の促進な
どのCO2吸
収源対策の
推進

熱中症への
対策やハ
ザードマップ
の確認など
の気候変動
適応策の推
進

地球温暖化
対策に関す
る学習会の
開催や講演
会への参加
などの啓発
活動

その
他

内容

使い捨てプ
ラスチック
の削減や代
替品の利用
促進などの
プラスチッ
ク資源循環
の促進

食べもの余
らせん隊の
登録・利用
促進やフー
ドバンク団
体との連携
など食品ロ
ス削減の推
進

裏紙、両面
印刷、電子
媒体の利用
による用紙
削減・ペー
パーレス化
の推進

マイバッ
グ・マイボ
トルの持参
や過剰包装
の削減など
の廃棄物発
生抑制

リターナブ
ル容器の積
極活用など
のリユース
促進

リサイクル
製品の優先
利用や資源
物の回収な
どのリサイ
クル促進

ごみの分別
徹底やポイ
捨て撲滅の
取組などの
廃棄物適正
処理推進

事業所周辺
や公園・河
川・海岸の
環境美化活
動などの開
催や参加

３Ｒに関す
る学習会の
開催や講演
会への参加
などの啓発
活動

その
他

内容

グリーン化の推進について 脱炭素社会について 循環型社会に向けて

23 自動車整備振興会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 建設業協会 ○ ○ ○ ○

25 産業資源循環協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 農業協同組合中央会 ○ ○ ○

27 森林組合連合会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 漁業協同組合連合会 ○ ○ ○

29 造園協会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 福岡県市長会 ○ ○
・事務用品の購入等、必要性をよく考え購
入 ○ ○ ○

・例年とおり執務室において、日当たりの
よい明るいところは照明を利用せず、自然
光を利用
・昼休みには消灯
・クールビズを５月から１０月まで取り入
れ、エアコンの設定温度に留意
・通勤に関して公共交通機関を利用

○ ○ ○ ○
・再生利用推進のためシュレッダーごみは
まとめて廃棄し、分別ごみ収集は徹底して
いる。

31 福岡県町村会 ○

・文具等の購入に関しては、可能な限り環
境対応商品であるエコマーク認定商品、グ
リーン購入法適合商品を選ぶ。（No.1に計
上）

○ ○
・省エネ・地球温暖化対策の推進として、
令和7年より本会事務局内において、通年軽
装を実施。（No.2に計上）

○ ○ ○ ○

・再生利用が可能なビン・缶・ペットボト
ル、古紙等の分別徹底
・両面印刷や、電子メールの利用により、
用紙の削減を推進
・マイバックやマイボトルの利用

32 北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・水素社会の実現に向けた取組、公用車の
電動化

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33 福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・企業を対象にした脱炭素経営セミナーの
開催

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ・プラスチック分別収集に向けた広報啓発

34 福岡県教育委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

35 福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

合計 21 10 6 2 7 31 12 14 10 9 9 10 5 10 8 31 17 3 13 22 10 8 6

割合（％） 58 28 17 6 19 86 33 39 28 25 25 28 14 28 22 86 47 8 36 61 28 22 17
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令和７年度の取組実績について（とりまとめ結果）

設問→

選択肢→

番号 団体名

1 子ども会育成連合会

2 青少年団体連絡協議会

3 青少年育成県民会議

4 地域婦人会連絡協議会

5 老人クラブ連合会

6 保育協会

7 私学協会

8 連合福岡

9 生活協同組合連合会

10 社会福祉協議会

11 地区衛生連合会

12 日本野鳥の会福岡支部

13 はかた夢松原の会

14 環境カウンセラー協会

15 商工会議所連合会

16 中小企業団体中央会

17 商工会連合会

18 九州経済連合会

19 福岡経済同友会

20 スーパーマーケット協会

21 バス協会

22 トラック協会

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

植林への協
力や干潟の
保全活動な
どの里地里
山里海保全
活動

自然共生に
関する学習
会の開催や
講演会への
参加などの
啓発活動

希少野生動
植物種や外
来種等への
理解促進

事業所内緑
化

自然観察会
など、自然
の恵みや生
物多様性の
重要性を認
識する取組

その
他

内容

排ガスの浄
化やエコド
ライブの推
進など大気
環境の保全
に関する取
組

生活排水対
策や河川・
海岸の美化
など水環境
の保全に関
する取組

化学物質の
管理や有害
物質の削減
など水質・
土壌環境の
保全に関す
る取組

防音壁や防
臭カバーの
設置やその
助成等な
ど、騒音・
振動・悪臭
等生活環境
公害対策に
関する取組

快適な生活
環境の確保
に関する学
習会の開催
や講演会へ
の参加など
の啓発活動

その
他

内容

・省エネを推進するために、省エネ対策の具体例を掲示した。

○
・ゴミの分別の徹底などの廃棄物の適正処
理

・事業の参加賞や広報資材として、マイボトルやエコバッグを配布し、利用促進に努めた。

○ ○ ・マイバッグ・マイボトルの持参やごみの分別、リサイクル製品の利用等、身近に実践できる取り組みを継続して実践すること。

・公共交通機関の利用促進
・スポーツ大会実施の際には参加者（高齢者）に対し、事前に熱中症への注意を発出し、当日も予防の塩飴やスポーツドリンクを用意

○ ○ ・「幼児期におけるワンヘルス教育のための指導者セミナー」（主催；福岡県）に協力し、会員保育施設から施設長等約200名が参加した。

○ ○

○ ○
・連合福岡の森（小倉南区）の保全や現地
での家族ふれあい森林教室イベントの実施

○
・環境美化活動（列島クリーンキャンペー
ン）の実施

・連合福岡の森での家族森林教室については、間伐作業を北九州市森林組合に依頼し、その様子を参加者親子に見学してもらった。
・林野庁の森林管理署から森林保全（植林や間伐など）や環境保護（CO2対策や水など）の重要性についても解説していただき、木を切る体験や木を使った工作を親子で行い、自然や環境につい
て学ぶ機会となった。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ・生協の商品を組合員に届ける配送トラックのＥＶ化を進めている。

○

○ ○ ○
・小学生を対象にした「ふるさと川や海絵
画コンクール」の実施

・子どもたちの環境問題への関心を深め、意識の高揚を図るため、福岡県、福岡県教育委員会の後援を受け、小学生を対象に「ふるさとの川や海絵画コンクール」を実施した。令和7年度は、5,392
点の応募があった。

○ ○ ○

○

・福岡都市圏の水の三分の一の供給源であ
る筑後川の上流地域のダムや森林を視察
し、筑後川や森林の恵みや市に重要性を認
識するための観察会や地域住民との交流を
行った。（No.5に計上）

○ ○

・海浜での植樹や松林整備の際に、海浜に
流れ着いてごみの回収を行った。
・福岡都市圏の水の三分の一の供給源であ
る筑後川の上流地域のダムや森林を視察
し、筑後川や森林の恵みや市に重要性を認
識するための観察会や地域住民との交流を
行った。（No.2に計上）

・広く企業や市民、学生の参加を募った。

○ ○ ○
・河川や海岸の清掃活動
・食品ロス削減の啓蒙活動
・地球温暖化対策に関する学習会の開催

○
・諸事業の周知協力
・eco検定試験の施行
・一人一花運動の推進

○
・諸事業の周知協力
・eco検定試験の施行

○
・各商工会青年部・女性部による地域清掃
活動の実施

・ごみの分別の徹底化、リサイクルトナーなどの積極的な活用

○ ○
・ネイチャーポジティブに関する情報収集
など

・環境省九州地方環境事務所との協働で、サーキュラーエコノミーに関する学生の意識啓発に資するセミナーを開催

・環境配慮型商品のＰＲと品揃え拡大

○ ・ＥＶバス等「人と環境にやさしいバス」の導入の推進

○ ・「トラックの森」事業（植樹活動） ○ ○
・ＥＭＳ（エコドライブ管理システム）用
機器導入促進助成事業
・省エネ運転講習会助成事業

・環境対策への意識向上を目的に、県内の小学生を対象とした絵画コンクールを開催した。

取組実績のうち
注力した取組の概略について

自然共生社会・ワンヘルスについて 快適な生活環境の形成に関して
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令和７年度の取組実績について（とりまとめ結果）

設問→

選択肢→

番号 団体名

23 自動車整備振興会

24 建設業協会

25 産業資源循環協会

26 農業協同組合中央会

27 森林組合連合会

28 漁業協同組合連合会

29 造園協会

30 福岡県市長会

31 福岡県町村会

32 北九州市

33 福岡市

34 福岡県教育委員会

35 福岡県

合計

割合（％）

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6

植林への協
力や干潟の
保全活動な
どの里地里
山里海保全
活動

自然共生に
関する学習
会の開催や
講演会への
参加などの
啓発活動

希少野生動
植物種や外
来種等への
理解促進

事業所内緑
化

自然観察会
など、自然
の恵みや生
物多様性の
重要性を認
識する取組

その
他

内容

排ガスの浄
化やエコド
ライブの推
進など大気
環境の保全
に関する取
組

生活排水対
策や河川・
海岸の美化
など水環境
の保全に関
する取組

化学物質の
管理や有害
物質の削減
など水質・
土壌環境の
保全に関す
る取組

防音壁や防
臭カバーの
設置やその
助成等な
ど、騒音・
振動・悪臭
等生活環境
公害対策に
関する取組

快適な生活
環境の確保
に関する学
習会の開催
や講演会へ
の参加など
の啓発活動

その
他

内容

取組実績のうち
注力した取組の概略について

自然共生社会・ワンヘルスについて 快適な生活環境の形成に関して

○ ・文具、紙類等の購入時、グリーン購入法の適合状況、エコマーク認定状況等の確認

・会員への周知また情報の提供・収集においてインターネットを活用し、ペーパーレス化を推進

○ ○
・当協会がワンヘルス宣言事業者の登録を
行い、名刺にロゴを配置

○ ○ ・不法投棄防止啓発パトロールの実施
・不法投棄防止啓発パトロールの実施及び県庁ロビーにおいて当協会の活動に係るパネル展示
・福岡県及び福岡市が実施する不法投棄防止啓発街頭キャンペーンに参加し、啓発グッズを配布
・労働安全衛施大会において、熱中症対策について啓発

○ ○ ○ ○

・里山林活性化による多面的機能発揮対策
をとおした活動組織への助言など、ワンヘ
ルの森の指定管理者として様々な活動を実
施

○ ○

・里山林活性化による多面的機能発揮対策
をとおした活動組織への助言
・スギ人工林の伐採と少花粉スギ等への樹
種転換など

・ごみ箱の横に、資源ごみ【紙用】用に箱を設置している
・コピー機の傍に裏紙を入れるケースを設置している

○
・水産物のワンヘルス認証登録品の販促
・筑前海の海岸清掃

○ ・筑前海区の海底清掃 ・各漁協青壮年に呼びかけ、年１回以上の筑前海区の海岸清掃

○ ○

○
・ワンヘルス推進協議会への出席、周知依
頼の実施

・特に注力した取組はないが、日々の中で可能なごみの分別やコピー用紙利用削減努力をしている（両名印刷や２in１印刷）。

・マニュアル作成、目標の設定等はしていない。
・注力した取組として特にあげるものはないが、職場内において自由記述欄に記載している内容を各自意識して行った。

○ ○ ○ ○ ○

・市民や事業者の皆様が円滑に脱炭素化に向けた取組みを進められるよう、脱炭素に関するさまざまな情報を集約した「北九州市脱炭素ポータルサイト」を開設
・省エネ、創エネ、蓄エネに関する取組
・再生可能エネルギーに関する取組（脱炭素先行地域の取り組みなど）
・会議のオンライン開催や電子媒体による資料共有を行い、ペーパーレス化を推進
・小学校が実施する曽根干潟の清掃活動について、事前準備や機材の搬入など学校の負担が課題となっていたため、企業等に協力を依頼し、負担を軽減するとともにより充実した活動となるよう
尽力した。
・曽根干潟の自然共生サイト申請に向けた調整等に尽力した（近く申請予定）。
・企業向けに北九州市ネイチャーポジティブ経営シンポジウムを開催した。
・クールビズやウォームビズについて全庁に啓発を行い、省エネ対策に取り組んだ。
・大規模なまち美化イベントを２回開催
・駅前や空港付近でのまち美化活動を行い、市外からの訪問者を気持ちよくお迎えする取組を実施した。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ・自然共生サイト認定に向けた取組み ○ ○ ○ ○

・市政だよりやホームページ、SNSなど様々な媒体を活用し、市民・事業者の行動変容につながる広報啓発を実施
・脱炭素行動を実践した市民に対し、交通系ICカードのポイントを付与する「ECOチャレンジ応援事業」や地域における環境人材の育成支援を実施
・企業の意識改革や行動変容を促すことを目的とした脱炭素に関するセミナー等を実施
・次世代型太陽電池であるペロブスカイト太陽電池に関して、全国に先駆けた実装・実証を行った
・ペロブスカイト太陽電池のトップランナーである積水ソーラーフィルムと、自治体初となる「脱炭素社会の実現に向けた連携協定」を締結

★自然共生サイト認定に向けた取組み（市有地の認定申請、民間企業への
働きかけなど）により、市内で３件のサイトが認定された。
　＜認定サイト＞
　　・民有地：西部ガスグループ油山研修所の森、
国営海の中道海浜公園 環境共生の森
　　・市有地：壱岐南小学校ビオトープ
・「ふくおかいきもの調査隊」をリアルとウェブで開催
・企業やNPO等が生物多様性に関する取組みを始めるきっかけづくりとして、２回目の「生物多様性シンポジウム」を開催（別添チラシ参照）
・企業と連携し、エシカル消費に係る講座・キャンペーンを実施
＜連携企業＞
　・講座：イオン九州株式会社、株式会社博多大丸、味の素株式会社
　・キャンペーン：イオン九州株式会社

・令和９年２月から開始するプラスチック分別収集導入に向けて、特設ホームページの公開や、動画・リーフレットの作成など市民への効果的な広報啓発を実施
・リチウムイオン電池について、回収拠点の拡充や、市政だよりや家庭ごみルールブックなどの各種広報物やホームページに加え、出前講座や環境学習など様々な手段や機会を活用し、適正な排
出方法と火災の危険性について周知を実施

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
・国内での中古EVの利用を促進するため、2025年8月にバッテリー劣化の不安を払拭した中古EVを「サステナEV」と名付け、自治体として全国初のリース事業を開始
・2025年9月28日～10月末まで「１万人のクリーンアップ大作戦」と題した県内一斉清掃キャンペーンを実施し、24,000人以上の参加者により、約62トンものごみを回収。また、キャンペーンにあわせ
て「みんなでスポGOMIin新宮海岸」を開催し、昨年に引き続き、回収した海岸漂着物を使ってアート作品を制作・展示を実施

7 14 4 3 7 9 6 8 2 2 9 9

19 39 11 8 19 25 17 22 6 6 25 25
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